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研究主題の説明と実践事例についての報告行

われた。実践報告は，紀要に基づきながら英語

活動について，次のような説明が行われた。

１ 英語活動の指導体制・・・ＨＲＴ・ＡＬＴ

・ＡＴの３人で行っている。

２ 活動として取り上げているテーマ

低学年「子どもの身のまわりのこと」

中学年「学校・友達や家族のこと」

高学年「友達や社会との関わり」

「Ｓｈｉｓｅｉ Ｇａｍｅ－ｌｉｋｅ Ａ

ｃｔｉｖｉｔｅｓ Ｃａｒｄ」を作成し， 活動の蓄積・指導の工夫を行っている。

３ １時間の活動内容

①ｗａｒｍ ｕｐ ・・・あいさつ，歌やゲームなどで心をほぐす。

②ｅｘｅｒｃｉｓｅ・・・スッキトやチャンツなどを通して，英語に慣れ親しみ，イ

ンプットを図る。

③ｇａｍｅ－ｌｉｋｅ ａｃｔｉｖｉｔｙ・・・コミュニケーション活動，総合との

関連も考えながら活動。

特に，「聞きたい」「伝えたい」という思いを大切にして，インプットからアウト

ップへの活動ができるように工夫している。

④ｗｒａｐ ｕｐ ・・・感想や振り返りを行う。

４ 評価について

（１）児童による自己評価

・振り返りカードの利用

・ｃａｎ－ｄｏ－ｃｈｅｃｋカード（単元の終わりに）の利用

自己評価を行うことにより，自己評価力を高めるとともに，友達を認める意識・態度

を育てることを大切にしている。

（２）教師による評価

・各学年の年間指導計画に基づき，３観点で評価している。

５ 成果と課題

〈成果〉

・英語活動を楽しんでいる。

・人との関わりを大切にしようとする意識や態度が

育ってきた。

〈課題〉

・個人差に応じた指導・支援をいかにするか。

・児童の実態や英語ノートに関連した計画の作成

・小中連携に向けての取り組み

以上の説明があり，報告を終えた。


